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ゴールド’‘秋田 5号’ (10月 20日から
11 月 17 日まで 7 日ごとに計 5 回収穫・
写真１）‘秋田紅あかり’‘秋映’‘王林’
‘紅の夢’‘ぐんま名月’‘紅玉’ （9月 15












1. 糖度測定：デジタル糖度計 PR-1（アタゴ社）を用いて糖度（Brix）を測定した。 
2. 酸度測定：中和滴定で酸度を測定し、リンゴ酸換算で表示した。 
3. 総ポリフェノール定量：フォーリン－チオカルト試薬を用いて分光光度計で 750nm に
おける吸光度の測定し、没食子酸当量で表した。 
4. 硬度の測定：TENSIPRESSER MODEL TTP-50BXⅡを用いて果実片の硬さを測定した。














‘秋田 5号’では低下した（図 2・3）。     
                
 
 












図 5．収穫時期の異なる紅玉の酸度比較   図 6．収穫時期の異なる秋田 5号の酸度比較 
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（図 8）、‘秋田 5 号’は 11/3 収穫時に増加










































































ールド’‘トキ’の 6 品種で、糖度 13度
以上・酸度 0.4％未満の品種は‘王林’
‘シナノスイート’‘はるか’‘ふじ’の
4 品種であった。糖度 13 度未満・酸度
0.4％以上の品種は‘紅玉‘‘紅の夢’で、
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図 13糖度と酸度の関係 
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